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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)

【公表番号】特表2014-501743(P2014-501743A)
【公表日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2014-004
【出願番号】特願2013-545260(P2013-545260)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 231/14     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/56     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 271/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 285/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 239/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 231/14    ＣＳＰ　
   Ａ０１Ｎ  43/56    　　　Ｃ
   Ａ０１Ｐ   3/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 277/56    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 271/08    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 285/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 239/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月22日(2014.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造式（Ｉ）を有するアミノインダンアミドであって、

　　　　（Ｉ）
　式中、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ4は、互いに同一又は異なり、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアル
キル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、基Ｒ1及び
Ｒ2はまた可能ならば結合されてインダニルとスピロ縮合されたＣ3－Ｃ6シクロアルキル
基を形成し得、
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　Ｒ3は、水素原子、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロア
ルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、
　Ｒ5は、ハロゲン原子、Ｃ1－Ｃ4アルキル基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アル
コキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、ＳＨ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロ
アルキルチオ基を表し、
　ｎは１～３の範囲の整数を表し、
　Ａは以下の複素環Ａ1～Ａ5の一つを表し、

A1

A2

A3

A4

A5
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、
Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、Ｓ
Ｈ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキルチオ基である、
アミノインダンアミド。
【請求項２】
　式（Ｉ）において、ＡがＡ1を表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4及びＲ6がメチル基であり、Ｒ3が水
素原子であり、Ｒ5がハロゲンを表すことを特徴とする、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
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　一般式（Ｉ）を有する以下の化合物、
３－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル
）－１－メチル－４－ピラゾールカルボキサミド、
４－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル
）－２－メチル－５－チアゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（１，１，３，７－テトラメチル－４－インダ
ニル）－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－メトキシ－１，１，３－トリメチル－４
－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－メチルチオ－１，１，３－トリメチル－
４－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－トリフルオロメトキシ－１，１，３－ト
リメチル－４－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－クロロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル）
－１－メチル－４－ピラゾールカルボキサミド、
から選択される、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　ラセミ混合物、ジアステレオ異性体混合物、部分分離混合物、単一の光学異性体及び／
又は単一のジアステレオ異性体の形態であることを特徴とする、請求項１に記載の化合物
。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の式（Ｉ）を有する一つ以上の化合物、溶媒及び／
又は固体若しくは液体希釈剤、可能ならば界面活性剤を含む、殺菌性組成物。
【請求項６】
　一般式（Ｉ）を有する化合物と異なる殺菌剤、植物調節剤、抗生物質、除草剤、殺虫剤
、肥料及び／又はそれらの混合物、不凍剤、粘着剤から選択される、一般式（Ｉ）を有す
る化合物と相溶性である有効成分を更に含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　一般式（Ｉ）を有する化合物の濃度が、組成物の総質量に対して１～９０質量％の範囲
である、請求項５又は６に記載の組成物。
【請求項８】
　一般式（Ｉ）を有する化合物の濃度が、組成物の総質量に対して５～５０質量％の範囲
である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　農業作物の植物病原性菌類の制御のための、構造式（Ｉ）を有するアミノインデンアミ
ドの使用であって、

　　　　（Ｉ）
　式中、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ4は、互いに同一又は異なり、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアル
キル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、基Ｒ1及び
Ｒ2はまた可能ならば結合されてインダニルとスピロ縮合されたＣ3－Ｃ6シクロアルキル
基を形成し得、
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　Ｒ3は、水素原子、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロア
ルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、
　Ｒ5は、ハロゲン原子、Ｃ1－Ｃ4アルキル基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アル
コキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、ＳＨ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロ
アルキルチオ基を表し、
　ｎは１～３の範囲の整数を表し、
　Ａは以下の複素環Ａ1～Ａ5の一つを表し、
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A4

A5
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、
Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、Ｓ
Ｈ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキルチオ基である、
アミノインデンアミドの使用。
【請求項１０】
　農業作物の植物病原性菌類の制御のための、請求項２～４のいずれか１項に記載の化合
物の使用。
【請求項１１】
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　農業作物の植物病原性菌類の制御のための、請求項５～８のいずれか１項に記載の組成
物の使用。
【請求項１２】
　担子菌類、子嚢菌類、不完全菌類又は不完全菌類、卵菌類のグループに属する植物病原
体菌類、すなわち、プクシニアｓｐｐ．、ウスチラゴｓｐｐ．、チレチアｓｐｐ．、ウロ
マイセスｓｐｐ．、ファコプソラｓｐｐ．、リゾクトニアｓｐｐ．、エリシフェｓｐｐ．
、スファエロセカｓｐｐ．、ポドスファエラｓｐｐ．、ウンシヌラｓｐｐ．、ヘルミント
スポリウムｓｐｐ．、リンコスポリウムｓｐｐ．、ピレノフォラｓｐｐ．、モニリニアｓ
ｐｐ．、スクレロチニアｓｐｐ．、セプトリアｓｐｐ．（マイコスファエレラｓｐｐ．）
、ヴェンツリアｓｐｐ．、ボトリチスｓｐｐ．、アルターナリアｓｐｐ．、フサリウムｓ
ｐｐ．、セーコスポラｓｐｐ．、セーコスポレラヘーポトリコイデス、コレトトリカムｓ
ｐｐ．、ピリクラリアオリザエ、スクレロチウムｓｐｐ．、フィトフトラｓｐｐ．、ピチ
ウムｓｐｐ．、プラスモパラヴィチコラ、ペロノスポラｓｐｐ．、プセウドペロノスポラ
クベンシス、ブレミアラクツカエの制御のための、請求項９～１１のいずれか１項に記載
の組成物の使用。
【請求項１３】
　前記農業作物が、穀物、果樹、柑橘類、マメ科植物、園芸作物、ウリ科植物、油性植物
、タバコ、コーヒー、茶、ココア、サトウダイコン、サトウキビ、ワタである、請求項９
～１１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１４】
　ブドウにおけるプラスモパラヴィチコラ、トマトにおけるフィトフトラインフェスタン
ス及びボトリチスシネレア、穀物におけるプクシニアレコンジタ、エリシファエグラミニ
ス（Erisiphae graminis）、ヘルミントスポリウムテレス、セプトリアノドラム及びフサ
リウムｓｐｐ．、大豆におけるファコプソラパチリジ、豆におけるウロマイセスアペンジ
クラタス、リンゴにおけるヴェンツリアイナエクアリス、キュウリにおけるスファエロテ
カフリギネアの制御のための、請求項９～１１のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１５】
　植物病原性細菌又はウイルスの制御のための、請求項１～４のいずれか１項に記載の化
合物又は請求項５～８のいずれか１項に記載の組成物の使用。
【請求項１６】
　１００００平方メートル（１ヘクタール）の農業作物あたり、式（Ｉ）を有する化合物
１０ｇ～５ｋｇの範囲の量で、有効量の請求項１～４のいずれか１項に記載の化合物又は
請求項５～８のいずれか１項に記載の殺菌性組成物を適用することからなる、農業作物に
おける植物病原性菌類の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】

　本発明の好ましい態様は、下記の通りである。
〔１〕構造式（Ｉ）を有するアミノインダンアミドであって、
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　　　　（Ｉ）
　式中、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ4は、互いに同一又は異なり、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアル
キル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、基Ｒ1及び
Ｒ2はまた可能ならば結合されてインダニルとスピロ縮合されたＣ3－Ｃ6シクロアルキル
基を形成し得、
　Ｒ3は、水素原子、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロア
ルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、
　Ｒ5は、ハロゲン原子、Ｃ1－Ｃ4アルキル基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アル
コキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、ＳＨ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロ
アルキルチオ基を表し、
　ｎは１～３の範囲の整数を表し、
　Ａは以下の複素環Ａ1～Ａ5の一つを表し、

A1
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A4
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A5
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、
Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、Ｓ
Ｈ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキルチオ基である、
アミノインダンアミド。
〔２〕式（Ｉ）において、ＡがＡ1を表し、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4及びＲ6がメチル基であり、Ｒ3

が水素原子であり、Ｒ5がハロゲンを表すことを特徴とする、前記〔１〕に記載の化合物
。
〔３〕一般式（Ｉ）を有する以下の化合物、
３－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル
）－１－メチル－４－ピラゾールカルボキサミド、
４－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル
）－２－メチル－５－チアゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（１，１，３，７－テトラメチル－４－インダ
ニル）－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－メトキシ－１，１，３－トリメチル－４
－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－メチルチオ－１，１，３－トリメチル－
４－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－１－メチル－Ｎ－（７－トリフルオロメトキシ－１，１，３－ト
リメチル－４－インダニル）－４－ピラゾールカルボキサミド、
３－ジフルオロメチル－Ｎ－（７－クロロ－１，１，３－トリメチル－４－インダニル）
－１－メチル－４－ピラゾールカルボキサミド、
から選択される、前記〔１〕に記載の化合物。
〔４〕ラセミ混合物、ジアステレオ異性体混合物、部分分離混合物、単一の光学異性体及
び／又は単一のジアステレオ異性体の形態であることを特徴とする、前記〔１〕に記載の
化合物。
〔５〕前記〔１〕～〔４〕のいずれか１つに記載の式（Ｉ）を有する一つ以上の化合物、
溶媒及び／又は固体若しくは液体希釈剤、可能ならば界面活性剤を含む、殺菌性組成物。
〔６〕一般式（Ｉ）を有する化合物と異なる殺菌剤、植物調節剤、抗生物質、除草剤、殺
虫剤、肥料及び／又はそれらの混合物、不凍剤、粘着剤から選択される、一般式（Ｉ）を
有する化合物と相溶性である有効成分を更に含む、前記〔５〕に記載の組成物。
〔７〕一般式（Ｉ）を有する化合物の濃度が、組成物の総質量に対して１～９０質量％、
好ましくは組成物の総質量に対して５～５０質量％の範囲である、前記〔５〕又は〔６〕
に記載の組成物。
〔８〕農業作物の植物病原性菌類の制御のための、構造式（Ｉ）を有するアミノインデン
アミドの使用であって、
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　　　　（Ｉ）
　式中、
　Ｒ1、Ｒ2及びＲ4は、互いに同一又は異なり、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアル
キル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、基Ｒ1及び
Ｒ2はまた可能ならば結合されてインダニルとスピロ縮合されたＣ3－Ｃ6シクロアルキル
基を形成し得、
　Ｒ3は、水素原子、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロア
ルキル基、Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基を表し、
　Ｒ5は、ハロゲン原子、Ｃ1－Ｃ4アルキル基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アル
コキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、ＳＨ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロ
アルキルチオ基を表し、
　ｎは１～３の範囲の整数を表し、
　Ａは以下の複素環Ａ1～Ａ5の一つを表し、
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A5
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ3アルキル基、Ｃ1－Ｃ3ハロアルキル基、Ｃ3－Ｃ6シクロアルキル基、
Ｃ3－Ｃ6ハロシクロアルキル基、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルコキシ基、Ｓ
Ｈ基、Ｃ1－Ｃ4アルキルチオ基、Ｃ1－Ｃ4ハロアルキルチオ基である、
アミノインデンアミドの使用。
〔９〕農業作物の植物病原性菌類の制御のための、前記〔２〕～〔４〕のいずれか１つに
記載の化合物の使用。
〔１０〕農業作物の植物病原性菌類の制御のための、前記〔５〕～〔７〕のいずれか１つ
に記載の組成物の使用。
〔１１〕担子菌類、子嚢菌類、不完全菌類又は不完全菌類、卵菌類のグループに属する植
物病原体菌類、すなわち、プクシニアｓｐｐ．、ウスチラゴｓｐｐ．、チレチアｓｐｐ．
、ウロマイセスｓｐｐ．、ファコプソラｓｐｐ．、リゾクトニアｓｐｐ．、エリシフェｓ
ｐｐ．、スファエロセカｓｐｐ．、ポドスファエラｓｐｐ．、ウンシヌラｓｐｐ．、ヘル
ミントスポリウムｓｐｐ．、リンコスポリウムｓｐｐ．、ピレノフォラｓｐｐ．、モニリ
ニアｓｐｐ．、スクレロチニアｓｐｐ．、セプトリアｓｐｐ．（マイコスファエレラｓｐ
ｐ．）、ヴェンツリアｓｐｐ．、ボトリチスｓｐｐ．、アルターナリアｓｐｐ．、フサリ
ウムｓｐｐ．、セーコスポラｓｐｐ．、セーコスポレラヘーポトリコイデス、コレトトリ
カムｓｐｐ．、ピリクラリアオリザエ、スクレロチウムｓｐｐ．、フィトフトラｓｐｐ．
、ピチウムｓｐｐ．、プラスモパラヴィチコラ、ペロノスポラｓｐｐ．、プセウドペロノ
スポラクベンシス、ブレミアラクツカエの制御のための、前記〔８〕～〔１０〕のいずれ
か１つに記載の組成物の使用。
〔１２〕前記農業作物が、穀物、果樹、柑橘類、マメ科植物、園芸作物、ウリ科植物、油
性植物、タバコ、コーヒー、茶、ココア、サトウダイコン、サトウキビ、ワタである、前
記〔８〕～〔１０〕のいずれか１つに記載の使用。
〔１３〕ブドウにおけるプラスモパラヴィチコラ、トマトにおけるフィトフトラインフェ
スタンス及びボトリチスシネレア、穀物におけるプクシニアレコンジタ、エリシファエグ
ラミニス（Erisiphae graminis）、ヘルミントスポリウムテレス、セプトリアノドラム及
びフサリウムｓｐｐ．、大豆におけるファコプソラパチリジ、豆におけるウロマイセスア
ペンジクラタス、リンゴにおけるヴェンツリアイナエクアリス、キュウリにおけるスファ
エロテカフリギネアの制御のための、前記〔８〕～〔１０〕のいずれか１つに記載の使用
。
〔１４〕植物病原性細菌又はウイルスの制御のための、前記〔１〕～〔４〕のいずれか１
つに記載の化合物又は前記〔５〕～〔７〕のいずれか１つに記載の組成物の使用。
〔１５〕１００００平方メートル（１ヘクタール）の農業作物あたり、式（Ｉ）を有する
化合物１０ｇ～５ｋｇの範囲の量で、有効量の前記〔１〕～〔４〕のいずれか１つに記載
の化合物又は前記〔５〕～〔７〕のいずれか１つに記載の殺菌性組成物を適用することか
らなる、農業作物における植物病原性菌類の制御方法。
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